
2018.3.6 龍に抱かれる 

小田川の川面にようやく春の光がきらめく 



観照寺の臥龍梅がようやく満開となった。昨年から比べれば１ヶ月も遅い 



その満開の梅の中に入り込む 



正に龍に抱かれる 



観照寺大日如来　 
明治初期、吉備津神社の三重塔のご本尊であったが、廃仏毀釈の難を逃れ、観照寺の住

職の背に負われてこの地に移られたという。右はその当時のお姿。上は３年前、観照寺
本堂改築の際に新たに身につけられた頭光、宝冠、棟飾り。 


